令和８年７月１７日
豊田市 国保年金課

（国保）特別療養費の運用について

豊田市国民健康保険において、国民健康保険税を長期に滞納する方に対する特別療養費の運用を、以下のとおり開始しますので、お知らせいたします。
※特別療養費の支給対象となった場合、医療機関を受診する際の医療費はいったん全額自己負担となります。後日、国民健康保険税の納付または分納誓約を行った上で、国保年金課へ特別療養費の申請をしていただくことで、保険給付分（7割または8割）が支給されます。
１　運用開始の概要
（1） 特別療養費対象者の発生について
令和８年８月１日から、特別療養費の支給対象となる方（約１２０人）が発生します。
・豊田市では、理由なく長期に国民健康保険税を滞納している方との納税相談の機会を確保することを目的に、令和８年８月１日から特別療養費の運用を開始します。
・令和８年２月以降、弁明書の提出依頼等を含む３回の納付勧奨に反応がなかった方が、対象となっています。
[bookmark: _Hlk233702620]（２）「資格情報のお知らせ（特別療養）」と「資格確認書（特別療養）」の交付
資格確認書等の一斉更新に合わせ、令和８年７月末までに交付します。（※別紙参照）
≪ 対象者の内訳 ≫
・マイナ保険証（資格情報のお知らせ（特別療養））：約５０人
・資格確認書（特別療養）：約７０人
※高校生世代以下の子どもは、特別療養費対象となりません。
（３）特別療養費に係る事務処理等について
・特別療養費の対象者は、医療機関等の窓口で医療費の全額を一時的に自己負担していただくことになります。
・医療機関は「特別療養費に係る療養についての事務処理について（昭63.5.23　保険発第７１号）」などに従い、届出書を愛知県国保連合会に提出してください。
・その後、対象者が国民健康保険税の納付または納税相談の実施を経て申請することで、支払額から一部負担金相当額を除いた金額が特別療養費として給付されます。２　特別
２　特別療養費の運用に伴うお願いなど
（１）窓口での案内
①受診される方の資格確認に注意をお願いします。
　※特別療養費支給対象者（以下「対象者」という。）であった場合は、全額自己負担となる旨、また後日申請により給付が受けられる仕組みについて、可能な範囲でご説明をお願いします。
＜確認方法＞
・資格確認書で受診する場合
　⇒有効期限を確認し、持参されている資格確認書が有効期限内であることを確認してください。（従来どおり）
※通常の資格確認書の大きさはカードサイズですが、対象者の資格確認書はA4サイズで、別紙「資格確認書（特別療養）サンプル」のとおり、（特別療養）の記載があります。
・マイナ保険証で受診する場合（資格情報のお知らせを持参された場合）
　⇒資格情報のお知らせの見出し部分を確認してください。
※対象者の場合は別紙「資格情報のお知らせ（特別療養）サンプル」のとおり、見出し部分に（特別療養）の記載があります。
・オンライン資格確認等システムでの資格確認
　⇒資格情報の「区分」欄を確認してください。
　　※対象者の場合は、区分欄に「特別療養費支給対象者」と赤字で表示されます。
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＜照会画面＞

　社会保険診療報酬基金「医療機関等向けオンライン資格確認等システム操作マニュアル一般利用者・医療情報閲覧者編」を基に作成
②対象者から診療費用の10割分を徴収し、領収書を交付してください。
③国保連合会へのレセプト提出は、電子レセプトではなく、診療報酬明細書又は調剤報酬明細書を届出書として活用し、上部余白に「特別療養費」と朱書した紙レセプトになります。「特別療養費に係る療養についての事務処理について（昭63.5.23　保険発第７１号）」などに従い、愛知県国保連合会に提出してください。
　※記載内容・提出方法等については、連合会にお問い合わせをお願いします。
（２）不明点の照会
対応に迷われる場合は、豊田市国保年金課までお問い合わせください。
【問合せ先】　
豊田市 市民部 国保年金課（資格担当・給付担当）　電話0565-34-6637（直通）
・特別療養費の対象・資格に関すること　資格担当
・特別療養費の申請・給付に関すること　給付担当
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